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知ってるとおトクな豆知識！今月の
テーマ

シュンギクの害虫対策

令和８年産米づくりに向けた水田管理

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　近藤 勝さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　森 俊彦さん

　シュンギク栽培では、冬期にハクサイダニ、春先にかけてはアブ
ラムシ類による被害が発生することがあります。収穫作業時に害虫
の有無を確認し、発生を確認したら速やかに防除を行いましょう。

〇ハクサイダニと防除対策
　体長約0.7㍉、黒褐色で足は赤く、葉裏や地表面を素早く移動し
ます。夏場は休眠卵の状態で雑草のある土中で夏越し、秋に孵化す
ると各種葉物野菜で被害が発生します。
・残渣の処分
　被害残渣にはダニや卵が付いているため、ほ場内や周辺に放置す
ると生息密度が高まり、再び被害を招きます。残渣はほ場から距離
をおいた所へ廃棄しましょう。
・ほ場内外の除草
　ほ場周囲にハコベやホトケノザなどの広葉雑草が多い場合やほ
場内に雑草があると、ハクサイダニの発生源になります。ほ場内外
の除草を徹底しましょう。
・登録のある農薬例　

〇アブラムシ類と防除対策
　アブラムシの発生適温は
15～25℃で、２月以降気
温が上昇してくると発生が
増えてきます。成虫・幼虫
が新芽や葉を吸汁するた
め、粘液状の排泄物が葉や
茎に付き、黒く汚れるた
め、シュンギクの品質低下
を招きます。
・早期発見と早期防除
　発生初期はほ場全体ではなく、局所的に発生することが多いの
で、ハウスの入り口付近や新芽の部分などをよく観察し、発生の有無
を確認しましょう。また、防除が遅れると、急速にアブラムシの被害
がまん延するため、早期防除を心掛けましょう。
・登録のある農薬例

　乾田耕起（秋＆春）による乾土効果とジャンボタニシ対策を記載
したので、水田管理の参考にしてください。
１　乾土効果と土づくり資材
　水田の土が乾いた時期に耕起を行うことで、微生物が土中の稲体
残さを分解し、植物が吸収しやすい無機態窒素に変化する現象を
「乾土効果」と言います。
　田面が乾き、硬い時に行うことがポイントで、耕起前に堆きゅう肥
とけい酸を含む土づくり資材を散布し、米収穫後の晩秋と春先に乾
田耕起を行うと、田植え後のガス湧きによる生育障害の軽減が期待
できます。また、乾土効果を発揮させるため、早期の田への入水は
控え、田植え後のガス湧きの軽減を図ってください。

２　ジャンボタニシ対策
（１）タモによる捕殺と用水路の泥上げ
　水田や用排水路のジャンボタニシをタモで捕殺したり、用水路
の泥上げを行い、寒風にさらして殺貝します。
（２）耕うん
　土が十分に乾き、田面が硬い時に浅く耕起（５～６㌢）を行うこ
とがポイントです。トラクターの走行速度は遅く、ロータリーの回転
速度は速めに設定して行ってください。土中深さ５～６㌢で越冬し
ており、深耕は防除効果が低下するので控えてください。
（３）田の均平と浅水管理
　冬季にレーザーレベラー等で均平作業を行い、田植え後は浅水
管理で食害防止を図ります。
（４）入水時期と殺貝剤
　ジャンボタニシの活動が本格化する５月下旬以降の田植えでは殺
貝剤（スクミノン等）を活用してください。

水稲

シュンギク

　家庭菜園が本格化する春に向けて、覚えておきたい家庭菜園の知識をご紹介します。

　花や観葉植物をポットや鉢植えで栽培していると、生育が進むにつれて根が鉢の中で密集する「根詰まり」を起こすことがあります。
根詰まりを起こすと、根から水分や肥料分をうまく吸収できず、生育不良の原因になることがあります。根詰まりの解消には、大きい鉢
に植え替える「鉢替え」をしましょう。この際、いきなり大きな鉢に植え替えるのではなく、ひと回り大きい鉢へ何回かにわたって植え替
えるのがポイントです。根は固いものに当たると枝分かれをして細根を増やす性質がありますが、大きな鉢へ植え替えてしまうと、根は
鉢の壁に当たるまで急速に伸び続け、細根が少ない貧弱な根になってしまいます。一方で、ひと回り大きい鉢に植え替えていくことで、
根が鉢の壁に当たりやすく、細根を増やしながら根を伸ばすことができ、水分や肥料の吸収効率が上がることが期待できます。
　また、鉢替えの際は、詰まった根鉢を少しほぐしてから植え替えると良いです。
　なお、鉢替えを行うタイミングは、開花期などの植物がエネルギーを必要とする時期は避けましょう。

【乾土効果】【卵塊の払落し】

出典：農水省農研機構

出典：スガノ農機（株）【田土の均平】
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最適な大きさの鉢で育てよう！

　ホームセンターなどで販売されている野菜苗には「接ぎ木苗」のものがあります。接ぎ木苗とは、それ
ぞれの野菜が持つ良いところを組み合わせた苗のことで、病気や害虫に強いなどの特徴を持つ「台木」
と、実の多収性や良食味性などの特徴を持つ「穂木」からできています。
　接ぎ木は同じ品目の野菜同士で行われる場合と、異なる品目の野菜を組み合わせて行われる場合があ
ります。（例：カボチャの台木＋キュウリの穂木）
　接ぎ木苗を育てるときに気を付けるポイントは、接合部分が土に埋まらないように定植することです。
ここが土に埋まってしまうと、穂木から根が伸びてしまうことがあります。
　また、台木からも脇芽が伸びてくることがあります。この脇芽に養分が取られないように、台木から出た
芽はすぐに取り除きましょう。

便利な接ぎ木苗を上手に育てよう！

枝分かれが少ない貧弱な根になる 少しずつ鉢を大きくすることで細根が増え、根張りが向上する
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農薬名

ディアナSC

サンクリスタル乳剤

希釈倍数

2,500～5,000倍

300倍

使用液量（㍑/10㌃）

100～300

150～500

使用時期

収穫前日まで

収穫前日まで

使用回数

２回以内

－

備考

ハモグリバエ類にも登録

アブラムシ類にも登録

※2025年11月12日現在の農薬登録情報提供システムに基づく 

農薬名

ウララDF

スタークル顆粒水溶剤

希釈倍数

4,000倍

3,000倍

使用液量（㍑/10㌃）

100～300

100～300

使用時期

収穫前日まで

収穫前日まで

使用回数

２回以内

２回以内

※2025年11月12日現在の農薬登録情報提供システムに基づく 

【土づくり資材】
・農力アップ
　けい酸Plus＋：60㌔/10㌃
・けい酸加里プレミア34：40㌔/10㌃

【堆きゅう肥】
・牛糞：１～２㌧/10㌃
・豚糞：0.5～１㌧/10㌃
・発酵鶏糞：100～200㌔/10㌃
　
　出典：農水省農研機構

ハクサイダニによる被害
1㍉
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